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秋田県立横手高等学校（定時制課程） グランドデザイン

① スクール・ミッション

★自主的、自律的に基本的生活習
慣の確立に努める生徒

★目的意識をもって、学習や資格取得に向
け積極的に取り組む生徒

★特別教育活動に意欲的に取り組み、
他者と協力し、努力し、自己啓発に努
める生徒

② スクール・ポリシー

カリキュラム・ポリシー（本校の学び）

アドミッション・ポリシー（求める生徒像）

グラデュエーション・ポリシー（目指す生徒像）

Ⅰ 本校が目指す姿

自分のペースでの学びを通して、豊かな人間力と社会で生き抜く力を育む学校

★規律ある生活

健康的な生活リズムを身
に付けさせるとともに、端
正な整容や明るいあいさ
つ、場面に応じた言葉遣
いなど、社会において求め
られる行動ができる人材
の育成を図る。

★知的好奇心を刺激し、生徒の成長を促す授業

生徒が様々なことに興味をもち、疑問に対し
て主体的に取り組む習慣を身につけさせる授
業と、対話的な学習を行って思考を深めさせ
る。適切なフィードバックにより、生徒自身の
成長が実感できる働きかけを行う。

★生徒会活動・部活動の活性化

生徒会行事を主体的に運営
したり、部活動・ボランティア
活動に取り組んだり、多くの
方々と協働する活動を奨励し、
自己肯定感や自己有用感を
育てる。

★キャリア教育の推進

外部人材の講話及びイン
ターシップ並びにアルバイト
等を通じて、社会の一員と
しての自覚を育み、自己の
将来について考えさせると
ともに、コミュニケ－ション
能力や自他の理解能力を
高める。

★人間尊重の精神及び公共の精神の涵養

学校生活のあらゆる場面を通して、生
命や人権の大切さを教え、多様な価値
観を認める寛容さと、社会の一員として
求められる公共の精神を育成する。

「自己と社会の未来を切り拓く人材」を目指し、社会で必要とされる資質・能力の育成のために、次の具体的な手立てを講じる。

すべての教育活動において人格の完成と進路目標達成を含めた自己実現を促し、変化が早く先行き不透明な時代に柔軟に適応し、社会に貢献しようとする人間の育成を図る。


